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　魯迅が自分の郷里漸江省紹興県の被差別賎民のことを語るr“堕民”を語る」（1932・

7．『准風月談』）は，彼が日刊紙『申報』の「自由談」というコラム欄のために書い

た魑しい雑文中の一篇だった。書出しに，一週間程前の同欄に出た唐彊の文章に触発

された旨を記しているが，全集の注によれぼ，唐彊のは，r堕民」と題する一文である。

唐彊は，魯迅の生まれた紹興の東にある寧波の更に少し東だが，まずは同郷に近い鎮

海の出身で，当時は上海の郵便局員をしながら，左翼作家連盟に関係し，魯迅の影響

と推競の下で，歴史と目前の現実の類比に批判を寓する類の雑文を好んで書いていた・

　私は，唐弦の書いたr堕民」にもかねて興味を惹かれていたところ，最近御本人が

来日して，この一件を含む雑談を幾らか交わす機会を得，そのうえ歓迎のしるしに奇

篤な同学が用意したr自由談」の写しによって，懸案の一文をも読むことができた。

些細な機縁とはいえ，このことで，“堕民”そのものに対する関心にも或るはずみが

与えられたのは，事実だった。多少は書留めてあったののうえに俄かに補充を加えた

だけの史料の質と量，ならびにその操作能力のほども，しっかりしたことをいうため

には，我ながらいかにもおぼつかないけれど，文献だけに頼って異域のこの種の事に

触れる一段と根本的なおぼつかなさを思えぱ，却って度胸もすわろうかというもので

ある。
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　“堕民”とは，いかなる民をいったのか。

　その起源や沿革のことはまず措き，民国における同時代人の報告の中では，唐裂と

魯迅の回想が，片々たる雑文ながら，結局いちぱん具体的だったことになるらしい。

もっと一般的な記述がないわけではないが，人間的関心に由来する一種の喚起力の点
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で，彼らのにまさるものを，私は見つけることができなかった。また一方で，かつて

特定の調査研究の行なわれた事実も知らぬし，“堕民”内部からの証言に至っては，ま

して私たちの見聞しうる限りでない。

　もともと“堕民’7なる存在は，清の雍正年間に戸籍上の根拠を除かれたことになっ

ていて，辛亥革命後の共和制民国では，名実ともに賎民差別が一掃されたはずであっ

た。にもかかわらず，主に婚姻と職業の面に牢固たる差別の実質が維持されていた，

というのは，なにも中国のこの例に限った現象ではないが，唐張は，北伐国民革命勝

利の後にも彼らのための解放運動の行なわれた事実があり，しかしながらr生計問題」

に何の手も打たれなかったので，彼らは新たな餓えの自由よりは旧来の賎業に留まる

ことを選ぶほかなかったように書いている。そういった業種のうち，唐彊自身が日常

最も身近に接したのは理髪業で，村の床屋の水際立うた耳垢取りの手並や，髪結女の

これも糸一本を口と手で操って女子供のうぶ毛を取る原始的な絶技，また，婚葬の際

の雑役で，男なら，“鑓値”と呼ばれた宴席の給仕の余りに熟練した恭々しさだの，女

たちの身すぎにかかわる情報を絶対に逃がさぬ地獄耳や立板に水の追従口だのが，彼

に強い印象を残していたらしい。こんないわれのない悲惨さがまだ何代も繰返されそ

うな精神風土を慨歎する唐肢に比ぺると，魯迅はもっと辛辣に屈折した筆調で，‘‘堕

民”の起源問題までも論じている。そうして，r解放された奴隷」の賎業をいろいろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と数えたのち，とくに女たちの，一定の主家に仕える権利を，姑から嫁へと次々に伝

え，時には仲間うちで売買の対象にさえする習わしや，辛亥革命後，彼の母が，これ

からは互いに同じ人間だからもう来ないでよいといった時のrなにをおっしゃいます。

　一あたしどもは千年でも万代でも続けさしていただきますよ」という憤然たる反応

を活写して，彼一流の奴隷心理学を“堕民”の試みにさらそうとでもいうのか，r奴

隷」とr自由人」の間の理解の隔絶を語って終わる。

　さて民国時代の“堕民”の生活を，もう少し詳しく知っておきたい・管見に入った

限りでは，姜雲卿編『漸江新志』（1936．杭州）が，不充分ながらも包括的に“堕民”

に触れているので，これとほかの僅かな材料とを突合わせながら，その概況をしのん

でみる。

　『新志』は，“堕民”を，漸江省内に住みかつ一般の省民から賎別されたr特殊民族」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の一つに数えるが，これは当時の一般的な記述法だったと見える。r特殊民族」は四

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しや種数えられ，あとの三種は，省南部の温州，麗水，金華一帯に分布する“盆民”，象

　　　　　　　　　　たん山あたりの海辺に住む“蟹民”，それと銭塘江に浮かぶ船上民の‘‘九姓漁戸”であξ。

、このうち“愈民”は，山地で焼畑耕作を営むヤオ（僑）族の一支族で，．固有の言語，
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神話からその他さまざまな習俗上の独自性を保持する歴とした少数異民族，‘‘蟹民”

は，主に福建，広東両省の南海地方に分布し，種族に関してはまだ定論を見ないが，

やはり独特の風俗で知られる水上民部落で，この両者に関してはアカデミックな調査

研究もかなり行なわれている。“九姓漁戸”は，元末の天下を明の太祖と争って滅ぼ

された陳友諒の子孫の陳，銭，李，林，震，孫，葉，許，何を姓とする九族が疑せられて，

陸地に居住できなくなったものと伝えられるが，その賎別の源は，むしろ船上で声色

をひさぐ者に対する職業蔑視に発するようにも思われる。これらに較ぺると，“堕民”

のr特殊」性はよほど曖昧に見える。あるいはそれだけに，賎民差別という不可解な

人間社会の習いを，より本来的に体現するところがあるのかも知れない。

　『新志』は“堕民”のr分布区域」に関して，いう。

　本省内の紹興，鹸挑，簾山，象山，唾，諸塵，上虞，定海，郵，奉化，新昌等各

県のいずれにも住む。とりわけ紹興には最も多く，県城と〔城外の〕彰家凄，察堰，

南銭清等に散居する。全省の人口は約二万余。

　ここに列挙された県名は，いずれも明清時代の府県制でいう寧波，紹興両府下に属

し，分布が漸東に特に偏していることがわかる。中でも旧紹興府下の会稽，山陰両県

を合した現在の紹興県内の居住者は，『新志』にも「万を数える」というように，全

省の半数に及んでいた。紹興と“堕民”の関係は特別に深いのである。『新志』の上の

記述は紹興城内の居住地に言及していないが，城内には代々‘‘堕民”が集まり住むと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
いう唐王街，学士街，永福街の“三大街”の称が行なわれていた。おそらくそのどれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
かの民国初年頃の印象であろう，次のような記述がある。

　およそ寧・紹属下の地方は，城内から農村部まで，どこにでも堕民がいる。その

居住地では自分らだけで群をなし，平民は最も賎しい者ですら隣り合おうとしない。

彼らと通婚するのは以ての外の恥辱であり，堕民の子弟が平民の職業に就くことも

できないのである。紹興城内の堕民居住地などは，さながら別世界であって，彼ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チヤイナリタウソは彼らなりの雰囲気をつくっている。……私はサンフランシスコの唐人街を連想し

たものだ。

　『新志』は以下，r風俗」の見出しの下に幾つかの事項について述べる。そのr特

殊」性はやはり稀薄であって，「衣」の項に，女子が紺色のr観子」（スカート）をは

き，外出する時は腰帯をしたり風呂敷ようの包みを携えるのが常だとあり，r歳時」

の項では，清明節の墓参を旧四月（一般には陽四月初）にするともいうが‘それらは
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自律他律はともあれ，差別の標識として伝えられたことにすぎぬようだ。r喪葬」の

項にr古礼に遵って三年の喪を行なうほかはすぺて漢人に同じ」という，古礼の遵守

は，被差別民としての閉鎖性に関係があるのだろう。

　r職業」の部分では，唐張や魯迅の数えたものもすぺて含み，比較的詳細に，次の

よう‘こヤ、う。

　各県堕民の男女ともに最も微賎な仕事に従事している。およそ屠殺，かごかき，

剃頭，髪結い，顔剃り及ぴ婚葬祭祀の時の演唱，楽手，給仕，喜娘すなわち礫県人

のいう送娘，紹興人のいう老鰻，などの仕事はすべて堕民によって行なわれる。唾

県では男子はさらに蛙捕り，水飴売り，竹灯作り，機拍〔未詳。原文のまま〕編み，

椋呂縄作りを業とする。紹興県ではその男子もまた，さらに蛙捕り，飴売りを業と

するほか，もち団子を民間のボ・布，頭髪，鶏やアヒルの羽毛などの廃物と交換し，

仕分けて，あら縄で括り上海の外国商人に売るが，これは利益がなかなか大きいと

いう。紹興の堕民はひごろ芝居も習い，いわゆる紹興班の役者はみな堕民である。

　この雑多な稼業の中で，さしあたり，一般住民の蔑視や嫌悪にもかかわらず，彼ら

が婚葬などの祝祭事に欠かせぬ役割を果たしたことに注意が惹かれる。因みに『新

志』は，r住」に関して，各県の“堕民”がしぱしば寺廟に住みついていたというが，

それはr阿Ω正伝」の主人公のように単に自分の家を持てぬ身上からのことだったろ

うか。例えば，葬式などにおける巷間の僧侶や道士の役割とても，彼らのそのような

働きとさして変わらぬところがあったはずだが。それはさて，女たちのそんななりわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
いについて，更に幾らか詳しい記述を見ておこう。

　紹興の堕民街は方一里にも及んでいる。男は楽戸，女は喜婆で，斉民の婚礼の際，

男が歌をうたい，女は新婦に付添って化赦や拝謁をたすけ，腰元のように戸口に控

え，床入りののちようやく退出する。これを喜婆といい，人の意を迎え歓心を買う

のに長けている・あたかも田地に対する小作人の如くに，一定の主家に仕えるが，

〔その役を〕仲間うちで替り合ったり，売買することはあり，その都度証文が書か

れる。婚礼や祭祀のほかに，ふだんは縁談のとりもちや衣類小間物売りを業として
　「5）

いるo

　寧波の送娘子は紹興の喜婆と同じで，これも堕民である。斉民とはちがった髪を

結い，外出する時晴雨にかかわらず傘を携えるのは，めじるしというものであろう。

着物は上下とも黒い。
　　、
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　彼女らの評判に至っては，祝祭の関係とは裏腹に，徹底して世俗的なイメージに類

型化されていて，古来君子どもの墾彊の的でありかつ小説中ではワサビの如き作用を

　　　　　　　のなした，“三姑六婆”の流儀を地で行く者のように語られるのが常だ。そんなたくま

しさは，唐彊や魯迅の回想からも匂ってくるが，清末の一地方志が言葉を極めて書き

　　　　　　　　　　　　（7〉
たてるところは，次のようである。

　…・良家の婚姻事情を嗅ぎまわり，何事も利得の多寡で是非を決め，流言で人を

けしかけ惑わすのに長け，衣飾の売買に巧みで，鬼怪もどきに只儲けを策し，娘の

嫁入りに巧婦をつけてやれぱ，それをよい二とに搦裸をくすね，さては骨肉を離間

し，親戚を陥れる…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歌謡などにも，彼女らを物慾の権化のように椰楡する例がある。

濫眼堕貧艘　　　　堕民女のキョ・キョロ眼

看見東西様様要　　何を見ても物欲しげ

　とりわけ紹興の“老鰻”は，地方風俗の代表的な一部分となったかの観があり・蛙

が人間の娘と結婚するような民話の中でも，“老鰻”が蛙を抱いて娘をめあわすなど

　　　　　　　
と語られるし，郷土玩具の穆粉細工のようなものにも，科挙首席及第の‘‘状元”など

　　　　　　　　　　　の
に伍して，その像があった。そうすると，次のような，水郷紹興の“烏蓬船”という

黒塗りの蓬で名高い小船からの夜景をうたうらしい，歌謡の中の“老鰻”は，あまり

にありふれた景物に似ながら，しかし同時に，いわば異化的な作用によって，何か後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　
暗いような反現実感を誘うべく取込まれたのでもあったろうか。

点点触触

桃花満月

老鰻走過

鯨魚溜過

一蓬舘胱

テンテンツクツク〔？〕

桃咲く満月

老鰻が通る

はやが光る

蓬中昼のよう

　さきほども“楽戸”という言葉があったが，男のなりわいでは，芝居の“紹興班”

が重要であろう。これは“乱弾”という，漸江省でも代表的な民衆演劇の組織で，そ

の全盛期は清代のことに属するものの，辛亥革命直前の頃には，百年も以前から伝わ

ワた著名な班が，まだ十から三十ほども数えられた。そして，民国時代には，しだい

に衰退しながらも，なお省内の中小都市だけでなく，上海の舞台にまで進出すること
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．もあったが，八年に及ぶ日中戦争の終わった1945年には，役者の老化や後継者難で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）辛．うじて二，三の班が生残ったにすぎなかった，という。それから後は，さらに内戦

をくぐり抜けたあげく，人民共和国における保護再興の局面に入ることになる。

　こういった男女の代表的ななりわいともかかわって，『新志』のr迷信」の項には，

次のようにいう。

　堕民は一律に老郎菩薩というものを祀る。一尺ほどの木像で，芝居をする時舞台

の裏に祀る。像を唐の明皇〔玄宗〕といい伝えるのは，梨園〔玄宗の創設した官優

養成所・転じて演劇〕の創始者にあやかってのこと。紹興では老郎を送子〔子授

け〕菩薩ともいい，結婚の翌日，喜娘がこれを床入りの部屋に持込み，寝床に据え

て，香燭をともし奏楽祈祷して，子宝を祝う。

　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　この‘‘老郎菩薩”は“楽戸菩薩”ともいい，役者あるいは楽工としての‘‘堕民”の

職業的な祖神の性格が明らかである。一般の俳優がギルドを結んで，その祖師廟に祀

　　　　　　　　　　　　ユの
った神の名も“老郎”というが，このように同系の神を奉祀する異なった芸能人集団

相互の関係は，後にも触れるとおり，決して単純な問題でない。また“送子菩薩”に

見るような，明らかに別種の霊験の便宜的な附会が何時頃から行なわれだしたのかと

いうことも，女たちの生活史にとっては，もし判れば，意味のある間題だろう。

　『新志』は，最後にr教育」に関して，簡単にいう。

堕民は賎業に那染むことすでに久しいが，近頃紹興城内に完全な小学校が一校設

けられて，その子弟の教育にあたり，大学卒業者も今はあると聞く。

　こんな社会政策の方面こそは最も調べやすかろうと思ったら，案に相違して，はか

ばかしいことがわからない。しかしいずれにしても，この種の施策が差別の根本的な

消滅をもたらしえなかったことは疑いなく，“堕民”たちは，おそらく辛亥革命や北

伐革命の時とさまで変わらぬ存在として，人民共和国をも迎えねぱならなかったので

あろう。私は，政策などよりも，“堕民”自身の手による解放運動の有無をむしろ知

りたかったが，唐彊氏は質問に答えて，そういう例はなかったし，変革によって持前

の職業が奪われるのを恐れる心理は，終始変わらなかったようだ，といった。そうな

ら，事典類の記述までr現在ではむろんこの〔“堕民”という〕ような呼ぴ方をすぺ

きでない」（『新名詞辞典』1952）r其他の居民との境界は解放後ようやく完全に消滅

した」（『辞海』1965）というように徹底するに至った人民共和国の下でも，新婚姻法

の普及や人民公社の組織の過程においてはもとより，日常的にもなおさまざまな意識



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

上の障碍があらためて克服されねばならなかったはずであろう。その結果，この被差

別民の長い歴史はついにどこまで来たのだろうか。私が昨夏中国でたまたま出会った

紹興出身の元気な女性の話では，建国後数年経って生まれた彼女にとっても，あの

“老鰻”の痛烈な面影だけは，なお今日の郷里に親しいもののようであったが。

2

　“堕民”の起源，その賎別の由来などは，そもそも明らかになりうることか否かも

わからぬけれど，彼らの存在が，王朝中国を何百年と潮る歴史の遺産だったのは，た

しかなことである。その間の消息を，正史の類はもちろん滅多に記録していない。文

人の筆記，府州県の地志類，それと公順，官箴，例案といった地方政治の記録などに

多少の反映は見られるが，怠慢を棚に上げていえぱ，私たちにも手に届く限りのこう

いった史料の総量も，やはりたかの知れたものではなかろうか。

　中国における賎民差別の歴史一般，またその一般に対するこの特殊の関係もすべて

判然とはせぬままに，とにかく漸東地方の“堕民”と呼ばれた一群の被差別民にこだ

わると，彼らが記録に現われるのは，いちおう明代の中頃以降のことである。早期の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
記録を挙げれば，祝允明（江蘇長州，1460－1526）『狼談』のr弓戸」，徐澗（漸江山
　　　　　　　　　　　　（16）
陰，1521－1593）『会稽県志緒論』のr風俗論」，沈徳符（漸江嘉興，1578－1642）『敵
　　（17）
帯軒剰語』のr巧戸」くらいで，いずれも嘉靖から万暦にかけて，官途よりは江漸地

方の文化界に風狂の生涯を送った文人の手になるのは，偶然でなかろうと思われる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
もう一つ，寧波府下の『鄭県志』が，清初の康煕版以来伝える撰者不明の『堕民狼編』

があり，地方志というものも典籍主義からさほど自由でないから，他の府県志でも，

風俗の巻で“堕民”にふれる際は，おおむね徐溜や沈徳符の前記の文章か，この『狼

編』を引くことにとどまる。また，『狽編』じたいにも，徐潤を踏襲するところがある。

　まず呼称のことから考える。すでに見たところでも，“堕（惰）艮”のほかに“堕

（惰）貧”“楽戸”の称があったが，これ’らの文献では，さらに“大貧”“弔戸”とも書

かれている。祝允明がr奉化にいわゆる巧戸があり，俗に大貧という」といい，また

沈徳符もr今，漸東に弓戸なるものがあり，俗に大貧というが，〔乞〕巧とは異り，貧

〔乏〕とも限らぬ。もと惰民と名づけられたのが，かく託ったものか，ともいう」と

いうとおり，“堕（惰）民”“堕（惰）貧”“大貧”は，みな一音の転誰で，もとは同

じ俗称なのであろう。漸東の“堕民”を他の各地の被差別民から区別するのは，差当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
りこの一連の俗称であるが，うちどれが本来のものかはなかなか決められそうにない。
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これらの俗称とほかの制度的な呼称とどちらが先に行なわれたのかという，賎別の由

来にかかわる問題も，それ自体において決着を見るだけの史料を欠く。

　“弓戸”は，上の俗称とは少々匂いがちがって，戸政つまりは官による人別の用語

だったろうと思われる。必ずしも漸東に限った用語でなく，清初の官方の認識には，

後でも見るとおり，紹興府下の“堕民”と，蘇州府下常熟・昭文両県の“弓戸”なる
　　　　　　　　　　（20）
ものを併称する例さえあって，俗称との境界も曖昧だが，いずれにしても地方的な性

質のものではあろう。その地方性は，『堕民狼編』に，彼らがはじめ「蘇〔州〕松〔江〕

漸〔江〕に分置され，民間に雑処した」と伝えられる範囲と，ほぼ一致していた可能

性がある。この呼称の由来について，『狼編』その他によれば，一説に明の太祖が戸籍

を定めた際彼らを特に既して門毎に“弓”の字を掲げさせたのだという。太祖がそ

うしたいわれは，となると，諸説まちまちに食違ってくるありさまではあるが，少な

くとも“巧戸”の名儀による戸政上の差別が，明代に始まったのは，確かなようであ

る。元代に蒙古の支配者は，一般人民を，軍戸，匠戸，民戸（農民）をさらに彩しい

業種戸に分けた戸籍のどれかに登録させて支配し，その中に巧戸の名があったとして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
も，“儒戸”の地位下落の象徴として知られる“九儒十再”の説などにいう“弓”は，

文字通りの乞弓であって，奴碑や“堕民”などのいわば非民とは別だったはずだから。

　ところで，乞弓すなわち乞食と，戸籍身分としての“弓戸”とは，沈徳符もわざわ

ざ注意していたように，たしかに紛らわしい名であって，漸東の地志類に“巧者”

“弓人”“巧婦”などと見えるのが，ほかならぬ“堕民”に相違ない揚合もあれば，一

方には乞食を“巧戸”と呼ぶ例もあった。後者の例に，京劇のr紅鷺喜」またはr金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
玉奴」の粉本となった話本小説r金玉奴，薄情なる夫を棒で打つこと」を見ておく。

話は時代を宋にとっているが，これが明人の手になる“擬話本”の一つであることは

まず間違いがない。揚所も漸江で，杭州の‘‘喀戸”の元締みたいな“団頭”という役

をやっていた人物が，娘を貧書生にめあわせるが，塙はこの父娘のお蔭で学資を得て

試験に及第しながら，乞食の家系をうとんじて，官に赴任途上の船から妻を河に突落

とす。たまたまこれを救けて親代りになったのが赴任先の上司で，そのはからいで男

の方は殺した元の妻とは知らされずに再婚（？）し，彼女から腹癒せの棒打ちを食わ

されたあげくに，新しい舅の下で目出度く団円を遂げ，乞食の父親も大事に迎え取ら

れる。書生と乞食の姻縁奇調の形であこぎな出世主義を虚仮にする趣向は，あくまで

両家の通婚が世間の通念を逆撫でするには至らぬ限りでのことだが，作者もその点に

は充分意識的で，次のようにいう。
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身分をいうならば，娼，優，隷，卒の四とおりだけが賎民で，乞食はその数に入

りませぬ。銭こそなけれ，その身に疵はないわけで。……

　それならば，乞食でない方の“弓戸”はどうかというと，前記の文献が伝える幾つ

かの差別のうち，良民との通婚の禁止と，たとえ財を積んでも官吏の資格を買ったり

糧長（年貢米の事を掌る。富戸を任じた）や里長などの役職に就いたりするのを許さ

れぬこ．ととの二項目は，明清律に‘‘巧戸”の規定は見えなくても，その制度上の身分

がたしかに“娼優隷卒”並みだったことを意味していよう。

　以上二種類のほかにもう一種，“楽戸”あるいは“楽籍”の呼称があって，これもす

こぶる注目に値する。“堕民”の奉祀する‘‘老郎菩薩”を一名“楽戸菩薩”ともいった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
ことは，すでに述べた。直接彼らをそう呼んだ例は，清末になるが，『刻源郷志』に，

全郷の各村毎に居住氏族の戸数口数を珍しく克明に記していて，その多くの村に少数

ずつ“楽戸”“楽籍”が見える。寧波府下の郷のことだから，これも俗には“堕民”と

呼ばれた戸ロにちがいないわけである。楽戸の歴史は，『魏書』に強盗殺人犯を斬罪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
に処しその妻子や同籍者をそれに配籍したとあるのを始め，周知のように大変古く，

三種類の呼称の中では，これがいわば最も由緒ある語だ。したがって，“楽戸菩薩”

の例のように“堕民”の楽工的な職能を捉えるだけでなく，読書人の表現上の尚古癖

にも叶うところがあっただろう。しかしそうだとしても，もし彼らに対するこの称が

明代まで潮りうるとすれば（上記の文献には見えぬが），明代にも楽戸の制が存在し

た以上，それとこれとの異同関係も考えていかねばならぬことになる。

　楽戸は，宮中の用に当てられる揚合はもとより，大都市で官吏や商人の娯楽に供さ

れる者でも，その身は官妓として，籍を直接国の機関に隷属させられていたが，朝廷

自らが教坊（音楽教習所）や梨園（演劇教習所）の制を整えた唐一代を絶頂として，

次第に制度が頽廃に赴くのにつれ，“路岐・散楽”さては“土妓流娼”などと呼ばれる

民間の芸人や娼妓が，官妓からの逃亡，転落ないし転向組も吸収しながら，不断に増

大していた。そして明代の情況はといえば，r中期以後は，中央，地方を問わず，〈楽

戸〉の名が記録から消滅して行く傾向があり，全体として国権による楽戸支配のカが
　　　　　　　　　　　（25）
弱まっていることが認められる」ということだ。

　あたかも万暦30年の進士で，漸江湖州府に官となった経歴を持つ謝肇潮が，書い
　（26）
ているo

今や娼妓は天下に溢れんぱかりだ・都会では何千何百を数え，片田舎の町にも至

るところにいる。……両京〔北京・南京〕の教坊は官より税金を徴収され，これを
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脂粉銭というが，郡県に隷属する者はすなわち楽戸であって，御用を承るにとどま

る。……さらに官に隷属せず，普段の場所で淫を売る者もいて，これを土妓，また

俗に私案子といい，その数は計り知れぬ。

　両京の教坊官妓と隷属の形態を異にするという・郡県の官妓をとくに“楽戸”と呼

ぶこの例が，当時の実情とどれほどの範囲で見合っているのかは，些か判断に苦しむ。

たとえぱ，これは純然たる孫引きで，本の素姓も確かめかねるけれども，『三風十術
（27）

記』には，次のようにあるという。

　明は元を滅すと，中国に取残された蒙古部族の子孫を各地で戸籍に編入させた。

そして京省にある者を楽戸といい，州邑にある者を巧戸といった。

　いちおう蒙古人に限っての説だとはいえ，‘‘楽戸”と‘‘巧戸”のこのような使い分け

にも，やはり当惑させられる。結局のところ，制度としての楽戸は，名目，実情とも

すでに甚だ捉えにくい段階に入っていたことを，銘記しておくほかはない。

　‘‘堕民”の呼称の問題から引出されるのは，さしあたり以上のようなことで，名前

の詮議だけで早くも混乱を来たしかけたが，これから垣間見る明代“堕民”の生活も，

その名と同じような捉えにくさを示しているのである。

　さて祝允明の伝える彼らの生活は，謝肇創のいうような郡県楽戸の或る段階を思わ

せる。『狼談』のr弓戸」はごく短い一則だから，全文を引いておく。

　奉化にいわゆる弓戸があり，俗に大貧という。〔県〕城外に聚居して，同類間で配

偶をなし，良民はこれと通婚しない。官から衣食を支給されるが，べつに赤貧とは

限らぬ。白粉気のある女は枕席を業としている。その始めはみな官界中の者で，罪

あって本人が殺され，女は配籍されたのである。官はこれを養う一方で，不法な賄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
賂を取り，かくして今に及んだ。金陵〔南京〕の教坊二十八家などとて同然である。

　衣食宮給のことを明記しているのは，後にも先にも祝允明一人だけである。徐溜の

次のような記述も，そのかすかな名残りを間接的に伝えていると読めぬではないが，

しかし本人はそれを肯定していない。

　四民〔士農工商〕の常服を彼らは着用できない。そこで四民は〔彼らの服は〕官

から出ているなどといい合う。しかし思うに〔特殊な服装をさせることで〕区別を

示し辱しめを加えたまでであろう。〔賎〕籍と〔賎〕業は今も守られているが，〔賎〕

服は，乱れてきた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で29）
　この‘‘堕民”特有とされる服装について，徐泪の論の挾注には，r〔男は〕狗頭状の

帽子，〔女は〕横布をした裾子」とあり・これらが，徐潤のいう賎別のしるし以上の

何かを示したのか，示したとすれぱそれは何だったのか，いずれもわからない。その

他，徐滑の論とその挾注が伝える男女のさまざまななりわいも，前に見た民国“堕民”

の雑多な業種とすでにほとんど違っていないのである。女子のr枕席」の業について

は，沈徳符のr巧戸」にも，髪結いや花嫁の介添えなどの仕事を挙げたのに続いて，

r無理に挑めぱ，敢ては拒まぬが，そもそもさからうことができぬのだ」と，それら

しい文句はあるものの，これも祝允明の記すところとちがって，官妓はおろか，専業

の私娼とすらいいきれぬ書き方だ。要するに，万暦時代の“堕民”の記録には，郡県

楽戸や官妓のイメージに叶いそうなところがあまり認められぬわけである。嘉靖の奉

化と万暦の会稽（紹興）とで，“堕民”の実態に，祝・徐両氏の記述の開きほどの変化

があったといえるのか，それとも両者の見聞や合点のし方の相違におおよそは帰する

のか，他に徴すぺき史料を欠くのが残念だ。どちらかといえば，男女の生活全般には

及んでいない祝允明の記述の方に偏りがあるかも知れぬが，さりとて無視しうる性質

のものではなかろう。

　ここにもう一つ，謝肇糊が郡県のr御用を承る」と書いたのに該当しそうなことが

あった。『堕民狼編』は，彼らがr立春端午には土牛芒神を持って，人家に闊入する」

と記している。立春前日の迎春の祭に，“芒神”（一名，太歳）という土製の神像と，

“春牛”という竹製の牛のはりぼてを中心とする仮装行列が郊外から城市に迎えこま

れる風習があって，それは府州県の知事以下，官吏まで総出で取行なわれる公式の年

中行事なのであった。この行列の役目が，もっぱら“弓戸”に課せられていたことは，

雍正除籍令の後，隣の江蘇省で，梨園の俳優がこれにかり出されることになったのを

不満として，返上運動をした時の後述のような申し分などによっても傍証される。

r土牛や土寓をこねる」とかr竹で牛燈を作る」といワた細工仕事が，彼ら特有の業

種に数えられるのも，当然この役割に関連したことにちがいないわけである。

　しかし，徐滑の「風俗論」や『堕民狼編』その他，幾つかの地志が伝える歳時風俗

における彼らの出番は，これだけにとどまらない。元旦や元宵節に鳴物入りで戸毎に

嘩しまわって祝儀を乞う“闇人堂”，秋の“社”〔土地神〕の祭の‘‘参神，送聖，迎燈，

走馬”といったさまざまな神事，立冬に鐘道などの鬼神に扮して家々を鬼やらいして

あるく“打鬼”などは，みな彼らの役目だった。こういう地方共同体の中での役割と，

迎春節の“御用”との本末関係も，簡単には決めがたいことであろう。

　制度としての“堕民”の由来には，なおひきつづき頭を悩まさねばならぬとして，
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むしろ民間において一層きぴしい蔑視にさらされていた彼らの自衛のための行動を，

徐消が捉えている。r風俗論」はさきの引用部分に続いて，いう。

　巧〔戸〕は〔四〕民の排斥が甚しいために，きそって徒党を組み，裁判などで艮

に負けを取るまいとする。当地に赴任する役人は，事情を心得ていれぱ民に加担す

るが，たまたま知らずに民を斥けることがあろうものなら，民はそれ’を恥辱として，

懸命に旧来のしきたりを知ってもらい，あくまでも加担を迫る。かくて弓はますま

す徒党を固め，民に勝とうとするに至る。

　ほとんど狂気の奇行を伝えられるこの画家文人も，もちろん，制度的な差別の上に

立ってものを言っていたのはすでに見たとおりで，ここの続きでも，“堕民”の存在

を風俗の‘‘瘤”になぞらえる一文のあやを，このように自らも“瘤”として‘‘常膚”

からはずれ，“常膚”に同化しようとは努めぬかたくなさの指摘で締括るのであるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にくしかしさすがに，最後にr経に云う，人ニシテ不仁ナルモ，コレヲ疾ムコト甚シケレ

バ，乱ル」と，『論語』を引いて，民間の排斥感情に水を注そうとはしている。

　ところで一方には，ひそかにこの忌むぺき境涯からの脱出をはかる個人が出るのも，

無理からぬことだった。沈徳符は，彼自身が幼時処方をもらったことのある，紹興人

の藪という天然痘治療の上手が，のちに財をなして京師で官吏の職を買い，就任まぎ

わのところで，同郷の小吏に身許を暴かれ，“大貧”の起源から説起して甑氏はそれ

と無関係であるゆえんを大いに弁じたけれども，同郷人総掛りの妨碍には耐えきれず，

結局もとの医者を続けるほかなかった，という逸事を記す。沈徳符の『野獲編』は，

忌揮のない目で万暦時代の大事小事を豊富に伝える得難い本だが，ここでも彼は，ゆ

かりある頸大夫の弁論にさらにそこぱくの考証を加えて，永い永い不寛容の歴史に首

をひねっている。そういう倫理的な疑問もさることながら，彼のような典章制度に詳

しい明人にとっても，すでに“堕民”の存在が不審の種だったことは，それとして記

憶に値するだろう。

3

　清初以来，宮中における女楽の廃止に始まり，直隷省下の府州県で迎春節の行事に

“伶人娼婦”を使うことの厳禁などを経て，雍正元年の“楽戸”“弓戸”“堕民”等の賎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）
籍削除に至るまでの経過は，愈正愛の『癸巳類稿』に詳しい史料が集められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
雍正解放令について，少し材料を補いながら略説すれば，まず雍正元年三月に御史の
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年煕が，山西・陳西の“楽戸”がr代々その妻や娘を娼妓となすように強いられてき

たのは，殊に欄れむに堪える」という理由で，その賎籍の削除方を上奏したのが天子

の意にかない，礼部の議に附されて，解放の訓令が下された。ついで七月，同じく御

史の鳴爾泰が，漸江紹興府下八邑の“堕民”について，山陳の“楽籍”に準ずる措置

を乞い，これにも同様の沙汰が下った。このようにして，結局全国的に“楽戸”類似

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32〉
の被差別民の賎籍が削除されることになったもので，『皇朝通志』は，解放の対象と

なった各地の被差別民を次のように列挙している。

　雍正元年，時に山西省には楽籍，漸江省紹興府には惰民，江南の徽州府には伴當，

寧国府には世僕，蘇州の常熟・昭文二県には巧戸，広東省には螢戸なるものがあり，

いずれも当該地方において卑賎の徒と目され，斉民と〔保甲制下の〕甲戸を共にす

ることを得なかったのを，上は欄み給い，すぺてその〔賎〕籍を削除のうえ，平民
　　　　　　　　（33）
籍と同列になし給うた。

　このように地方別にいわれている“楽籍”“巧戸”‘‘惰民”の名が，それぞれどのよ

うな実体に対応していたのかということは，紹興府の“惰民”一つにほかの二つの名

も使われうる例から推して，決して簡単な問題ではなさそうである。結局のところ，

これらを各個網羅的に調べなけれ’ぱ漸東“堕民”の本質も充分には明らかにならぬの

であろうが，それはともかく，除籍の実情はどうだったのか。このたぴの解放は，清

朝の異民族支配が，まさに安定を謳歌しようとする際の措置であって，皇恩の浩大さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
がしきりに強調されたが，実際には，奴碑の解放には全くふれていないのはもとより，

当の除籍戸の解放にも，依然として大きな桓楷を残したのだった。

　科挙応試の制限は，その一つである。乾隆36年，礼部は陳西学政の劉塔の条奏に

答えて，官に申告して“改業”に踏切った者から数え，実に四代の後に本族親支みな

“清白”を守っていた揚合に限り応試を認め，脱籍後一二代しか経ていぬか，または

親族になお“狸業”にたずさわる者のある揚合は，‘‘士類にまじわる”ことができぬ旨

　　　　　　（35）
の条例を公布した。“狼業”や“清白”は，さまざまな非法律的判断を排除しないし，

世代と族統の上で本人の一身を遙かに超え出た規定とあわせ，実質的にはほとんど除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
籍戸の仕官の路を塞ぐための条例と変りがない。“士類にまじわる”どころか，“狼業”

から足の洗いようがない大方の者には，そもそも改業申告の段階からして縁のない条

例だったかも知れぬが，それにしても，除籍戸が法の前で名実ともの良民となるために

は，これだけの条件が充たされなけれぱならなかったわけである。しかも，この条令

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
が思わぬところに作用をあらわした，次のような例を見ると，無縁というだけではま
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だ足りぬことに気づかされる。

　道光年間，安徽六安州の余幡という男が金で官吏の職（州同）と応挙の資格（監生）

とを購ったが，元来の有資格者（票生）どもに受験を妨碍されたといって，告訴に及

　　　　　　　　　　　　　　（38）
んだ。たまたま幡の曾祖母が“花鼓戯”の芸人だったという事実を鬼の首のように取

って，“士類”が激しく彼の足を引張ったのである。そして，判決は甚だまわりくど

く，かつ苛酷なものだった。要旨はこうだ。“花鼓売唱”の子孫が応挙の資格を購え

るか否かは，法例に明文がないが，婦女にして行歌売唱するのは確かに卑業に類し，

子孫が士林にたちまじっては秩序を乱すことになろう。さりとて“娼優隷卒”の例に

照らし永代にわたり無資格となすのも，些か忍ぴがたいところである。とどのつまり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“楽戸”“巧戸”に最も類似する者とみなして，かの条例を適用するなら，祖父はかご
の　　　ロ

かきで，これは平民の常業の内であるから，そこより改業したように数えられる。す

ると親族清白の点には難がないとしても，蠕はまだ改業三代目にしかならぬ。それゆ

え，弟ともども未だしとせざるをえず，本人の既得の職も資格もあらためて取消すぺ

きである，うんぬん。

　この原告の家が元賎籍だったわけではない。卑賎視された曾祖母の稼業を“楽戸”

“巧戸”相応と認めて，条例を適用した結果，彼は平民としてすでに得ていた権益ま

で取上げられる破目になったわけである。“公案”小説の賢い知事なら，弱者の権益

を救うためにこ，そこんな遣繰りもするだろうが，ここは逆だった。お蔭で原告は，良

民なる名目から解放されてしまって，“狼業”の実質に見合った賎民待遇を新たに得

させられたようなものである。今いった解放は，雍正除籍令による“楽戸”“巧戸”等

の解放と何ら別のことを意味しないだろう。もともと官妓を廃して私娼化させるてい

の除籍だったが，清廷が頽廃した制度に見限りをつけた本当の動機は，漢民族王朝本

来の教化主義の株を奪って，私娼的に栄える人民の風俗に正面から統制を加えること

にあった，と見てもまず間違いはなかろうと思われる。‘‘娼優隷卒”式の賎民観念は，ト

その結果かえって強まることはあっても，決して弱められはしなかったろう。

　除籍戸の取扱いについては，さらに別の問題も考えられる。いずれかの官署に直接

管理されていた賎籍の削除後は，当然，保甲制下で牌（10戸），甲（10牌），保（10

甲）等の各級単位に組織されていた一般民籍に編入されたのでなければならぬ道理だ

が，その実務の具体的なところはわからない。ただ，漸江省内の一つの県での保甲行
　　　　　　　　（39）
政の実際に触れた文書の中に，次のような一ケ条があって，多少の推測はできそうに

思う。
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　牌甲内に遊民，匪犯，土妓等の，各民が同列に伍するを屑しとせぬ者ある揚合は，

別に一冊を設けて，某坊某甲某牌の別戸某某と明記し，それを坊毎に集めて一総冊

とし，姑く更生の機会を与えおいて，当該坊の地保〔保長〕に節季毎に改悔の情の

有無を探らしめる一方，郷書（書は長老〕と県とにおいて件の別冊につき吟昧を加

え，過ちを改めえたと認められた時はじめて，甲書ならぴに近隣の申出と保証とを

侯って，再び甲に入ることが許される。

　ぺつに除籍戸のために設けられた条項ではなくても，地域生活のこのような揚面で，

彼らが近隣の蔑視や敵意からことさらに保護されたはずがない。むしろ，もとから同

列に伍するのを屑しとせぬ相手が名分上同列に加わって来た時には，排斥傾向を一層

かきたてられるのが，差別心というものの常だろう。前にふれた，迎春節の仮装行列

の“御用”をめぐる悶着なども，その一例とみることができる。

　それは，江南演劇の一中心地蘇州で，梨園の俳優たちが，‘‘弔戸”の除籍に伴い新

たに仰せつかった恥辱的な役割の免除方を当局に歎願して，雍正11年に至りようや

く恩典をかちえた事件だった。彼らは，蘇州織造といった内務府直属の大官の庇護愛

顧を頼って，関係筋を動かすのに成功した。そして，成功の確認と感恩を兼ねて，事
　　　　　　　　　イの
の次第を碑文に刻んだ。彼らは，代々伝統演劇にたずさわる身をr百工技芸と同じく

里党の清白なる良民」と謳い，それが“弓戸”風情のする低級な仕事に駆出され’ると

いうr多年そそぎえなかった恥」をそそいでくれた当局の措置を，r良賎を分かち，

芸民を安ずる」ゆえんと讃えている。このような一般俳優の社会的地位にしたところ

で，直ちに四民と同じだったとは思えぬが，とにかくすでに久しい以前から，都市で

はギルドまで組んでの専門的活動の歴史をもち，王侯貴顕の贔屓にまであずかるに至

った俳優集団の実績からすれば，1“巧戸”との同列視は，たしかに堪えがたいところだ

ったにちがいない。そういう職業的な優越をことさら強調する碑文の文面には，除籍

令の実質に即した影響が認められる。しかし，蘇州の俳優ギルドが共同で建てた別の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ碑は・一方で“巧戸”や“堕民”の演劇活動の自律的な高まりを，間接に伝えている。

　それは，いずれ一も嘉慶3年中に前後して出された，江蘇巡撫と蘇州織造の布告を刻

んだもので，・“昆腔”“　腔”の二つの曲調を基礎とする伝統演劇が，当時，“乱弾・榔

子・・弦索・秦腔”といった新興の劇種に圧倒されつつあったのを宮の権威によって挽

回すぺく・昆　二腔以外の上演を風俗人心に有害のかどで厳禁し，，外来の戯班を本籍

へ追返す旨示達している。新しく大衆の心を捉えだしたこれらの劇種は，外省から流

入した放浪芸人によって伝えられ1下級芸人としての“弓戸”などに受容れ手を見出
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したのであったろう。そのうちの“乱弾”のことは，民国時代のところでも言及した。

拶弦楽器を伴奏に重用するこの新興戯曲は，もと西北方の陳西，甘粛一帯に発して・

乾隆年間には揚州，江西あたりに伝わり，とりわけ漸江には早くから根を下ろしたが・

こうして各地各様の風を帯びるに至った“乱弾”の中で，“紹興乱弾”は省内でも最も

古い様式に属し，他の“乱弾”はほとんど紹興のそれから発展して成った，と考えら

　　　　　
れている。そこで今，“紹興乱弾”の推進者の大部分が“堕民”であった事実を想起し，

その目でこれらの碑文を読むと，彼らの受難を推測させるはずの史料が，その例外的

に晴れがましい消息を伝えるもののようにも感じられてくるではないか。明代の記録

でも，“堕民”の郷土雑芸能の担い手としての一面は紛れのないところだったが・の

ちの“紹興班”のような戯班を組んだ演劇活動は，少なくとも前に引いた文献には，

伝えられていない。したがって，“紹興班”の形成は，“紹興乱弾”の発展と密接に関

連し合っていたのであろうが，その土台となりえただけの演劇活動は，おそくとも清

初か明末には行なわれていたと考えなければならない。康煕刊の『籐挑県志』に，‘‘堕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
民”に“巧戸”と“郎戸”の別があるという，その“郎戸”はほかに用例を知らぬけ

れども，すでに職業化した演劇の俳優を呼ぶのにふさわしい名ではなかろうか。

　再ぴ迎春節の“御用”間題に戻って，その割当が一時一般俳優に切換えられたのは，

雍正除籍令に至るまでの清初の一連の措置から推して，“巧戸”の解放のためよりは，

むしろ官の行事から‘‘狼業”の徒を排除しようとする，風俗浄化の意図に発したこと

ではなかったかと思われる。そうすると，一般俳優から忌避されたこの役割は，その

後誰が引受けることになったのか。山西では，徐籍令以後r楽戸娼婦が良民に帰し」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）
てからもr人を雇って」これを続けた，と記録され，ているように，江漸地方でも，一

般人が日当付きでやるようになったのだろうか。といっても，賎民の役割だったこと

を，俳優以外の一般人が喜んで引受けたとは考えにくいので，結局もとの“巧戸”が，

良民の名儀で雇われたのかも知れない。というのも，もともと“巧戸”や“堕民”に

は，官にとって安直な雑役予備軍といった一面もあったらしいからである。除籍令よ

、り前の順治年間における漸江金華県の事例に，一般住民のいやがる膳夫の差役につき，

向後もっぱら“巧戸”を雇うことにすれぱr侠を揚げて一呼すればただちに集められ

るので，民をさわがすことなく急務に応ずることができ，かくて公私を利し貴賎のけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の
じめがつく」という，一石二烏の便法を上申した知事があった。私はこの方面のこと

に全く不案内だが，．一般に府州県の賦役は，割当の不公平や末端役人の情実行為など

の弊による住民の不満が強く，清初以来はむしろ税負担に切換えて，その金で人足を

雇う傾向が主になっていたらしい。そうだとすれば，金華の知県のような着想は，除
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籍令後，たとえぱ自讃の文句のr貴賎のけじめ」などの所を，逆に解放の聖旨の謳歌

に置換えたりするだけで，一段と通りやすくなったにちがいない。このような清朝政

治の便宜からしても，版籍上は良民でしかも士流の特権を侵すには程遠いばかりか，

民間ではいぜんとして限られた賎業にしか従事することのできぬ実質的な賎民の存在

は，少しも困ったものではなかったろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）
　民間の排斥感情がいぜん激しかったことを示す，こんな事件があった。乾隆13年，

寧波府下慈難県の“堕民”鄭世徳が廟会演劇の興業中に土地の者といさかいを生じ，

鄭の訴えにより県で示談が成立したが，県民の挑我範らが，鄭はかねて“百戸”の身

で現にも“吹手”として芝居で食っていながら，良民を訴えたのはけしからぬといい

がかりをつけ，鄭に落し前を要求した。鄭がこれを断わると，挑らは一般民家の婚喪

の際に鄭とその仲間が仕事にありつけぬように手をまわし，わざわざ寄附を集めて別

に役者を雇い，対抗的な演劇興業まで画策した。知県は事を察知して禁止の措置を取

ったが，銚らはこれを無視して興行を強行し，検挙者が出ると，こんどは犯人を奪回

しようとして，役人に投石などの暴行を加えるに及んだ。騒ぎは，主魁挑の斬罪以下，

多勢の罪人を出してケリとなったが，つまらぬ発端と仰山な結末との間の大きな溝を

埋めるぺき説明は，何よりも“堕民”に対する蔑視の根深さに求めるほかなさそうで

ある。

　読書人の論調も，明代よりは，除籍令以後の清代において，却って悪化したかのよ

うに感じられる。雍正除籍の経緯に“女楽”の歴史に関する考証を附し，r憤愚を舘

　　　　　　　　　　　　　　　（47）
べる」という漢儒の言葉で結んだ愈正愛は，聖旨奉讃の形をとりながらも，除籍を人

間的な解放として内容づけたといってよいだろうが，これは時代の中では例外的な見

識に属したようだ。一般の常識は，『上虞県志』が，前に引いた‘‘堕民”の女を散々に

言腐したくだりに続いて示す，次のような論調が代表していたのではないか。

　謹んで案ずるに，国朝雍正元年，御史鳴爾泰の上奏に上り，山西楽戸に準じてそ

の賎籍を除き，改業自新のうえ民と同列に伍して，汚賎になずむことなきようにと

の沙汰が下ったのは，国家が寛恩を以て相対したのにほかならぬ。しかるに巧戸は

ついに改業自新を肯んぜず，近くは一段と増長を加えて，男女の服飾に良民との区

別が失なわれたのみか，名家とまがうばかりの豪邸を構える者さえ見受けられるに

至った。

　民と同列にとの聖旨を繰返した直後に，服飾の区別の遵守を迫る論理はいかにも奇

怪だが，賎籍の削除が差別観の根拠にすりかわる事体そのものが奇怪であるといわな
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ければならない。この論調は，紹興の土語俗諺の採録に読書人離れのした情熱と見識

を示して，のちに周作人の推重を博した萢寅にしても同然だった。r越諺』巻末の附

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48）
論r惰貧を論ず」は，同情的な見解に対し論争的に主張を述ぺたせいでもあろうが，

r天地ノ人ヲ生ズルヤ，尊キ有リ卑キ有リ，貴キ有リ賎キ有リ，大ナル有リ小ナル有

リ，君子有リ小人有リ……」の濫調に始まり，もっぱら“惰貧”の遊惰，破廉恥，詔

訣，自卑等々を，しかもその祖宗にまで潮って追及する。これまた徐溜の“瘤”の喩

えを援用するが，自ら“瘤”に甘んじる愚を決定的に救い難しとするので，同じ『論

語』を引いてもr孔聖言ヘル有リ，性相ヒ近キナリ，習ヒ相ヒ遠キナリ。上知卜下愚

ハ移ラズ」となる・議論だけのことなら，“性”を責めて苛酷に傾くのも，“習ヒ”を

参酌して寛容に就くのも大差ないかも知れぬが，慣習としての差別を天性の論外的差

異と思いなす観念性は，‘‘村学究”流のかたくなさというものではあるまいか。それ

にしても，『論語』とは何時もながら重宝な本である。もっとも，萢寅の論にも経験

的な根拠がないわけではなく，彼は，例の“九姓漁戸”の船上売春をやめさせるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
に厳州の太守が尽力して，漁業税を撤廃させたにも拘らず，一向にその生活が変わら

なかった事実によって悟るところがあった，と自ら述べている。つまり，官による

“解放”と輿論とは，おおむねこんな関係になっていたらしいのである。萢寅の論の

中から，清末“堕民”の生活の一端にふれたくだりだけを引いておく。

　なお，こうも聞いている。越〔紹興〕城内の三斌街〔既出“三大街”に同じ〕で，

惰貧が店を持ち，やや余裕ができると，徽〔州〕揚〔州〕へ商いに赴き，そこでひ

そかに民籍に入るのだと。聖恩は寛大であって，それをあくまで追及して更生を許

さぬ，などということがあったろうか……。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）

注

1．張其胸『漸江省地史紀要』，葛繧成『分省地誌漸江』（1939）もほぽ同じ。

2．蓑斯洪r紹興乱弾簡史」華東戯曲研究院編『華東戯曲劇種介紹』第1集（1955）。

3．焉占巽「漸故叢談」r地学雑誌』第5年53号。

4．徐珂『漕稗類紗』（1917）r奴脾類」。

5．母親の意向に従った魯迅の最初の結婚も彼女らのこのような働きを伴ったと考えるのが自

然である。周作人夫人の弟の羽太重久老は，それをr日本の“新平民”みたいな者」の口車

に乗せられての縁組だったように語ったが，“喜婆”の型どおりの働きでも，そのように見



21

　えはしただろう。

6．陶宗儀『轍耕録』巻10「三姑六婆」にいう。r三姑とは尼姑，道姑，卦姑をいう。六婆と

　は牙婆〔人売の口入〕，媒婆，師婆〔巫女），塵婆〔やりて〕，薬婆，穏婆〔とりあげ〕をい

　う。三刑六害などという類であろう。このうちの一人でも家にいれば，姦盗は免れがたい。

　蛇蜴の如くにこれを遠ざけられたら，家内浄化はまず成功である」。

　7。光緒16年重修r上虞県志』巻38r風俗」。

　8・婁子匡採編『紹興歌謡』（1928）57。台湾覆刻本の新注にr慾張りを調する歌」とあり。

　9。婁子匡採編『紹興故皐』r田鶏串珠輪」。

10・周作人r要貨」r自己的園地』（1927・改訂本）。

1L『紹興歌謡』72。

12。r紹興乱弾簡史」。

13．萢寅『越諺』巻中r人類・不歯人」。

14。田仲一成r清代蘇州織造と江南俳優ギルド」r東方学報』第35輯。

15。『説郭続』房46。

16・万暦3年刊『会稽県志』（未見）。徐溜は張元惇の推薦で同志の編纂整理に当たったという

　（乾隆r紹興府志』）。今，万暦28年刊『徐文長三集』（台北中央図書館覆印）およぴ康煕22

　年刊r会稻県志』（有補紗）に拠る。

17．r学海類編』r集余」4。r弓戸」は『野獲編』巻24にも収める。

18・乾隆53年新修r郵県志』に拠る。r魯迅全集』第5巻r我談“堕民”」の注は，唐被の引

一くr堕民狼編」を祝允明の『狼談』と同一書かと疑っているが，全く別である。

19。後考のための覚書を二つ。“惰”字に因んで，彼らはもと趙宋すなわち宋室の末喬で，亡

　国後人々から同情の施しを受けるのに慣れ，生産を忘れて，多くは糸竹で人を娯しましめる

　に至り・次第に游惰に流れた・という伝承がある（張其胸『漸江省地史紀要』ほか）ものの，

　起源に関する説はさらに考えねぱならぬし，字説としても後からのこじつけめいている。ほ

　かに‘‘堕民”の用字例として・各地で原籍へ放逐の対象になっている女芸人“秩歌脚堕民婆”

　（康煕45年河北，乾隆35年江西の例一田仲一成『清代地方劇資料集』〔東京大学東洋文化

　研究所・東洋学文献センター叢刊第2・3集）2，143）の称があ，るが，漸東“堕民”との関連

　の有無はもとより，秩歌劇のいかなる演じ手であるのかもわからない。

20・r皇朝通志』。本稿の次節冒頭参照。

2L猛烈なる反蒙古主義者鄭思肖のr大義略叙」（『心史』下）にいう。r縫〔胆〕の法は，一官，

；二吏・三僧・四道・五医・六工，．七猟，八民，九儒，十弓」。同じく宋遺民の節を守って憤

　死した謝紡得も，r一官，二吏」からずっと品下ってr七匠，八娼，九儒，十弓」に及ぶ元

　のr典制」を伝える（r謝畳山集』r送方伯載帰三山序」）。

22・r古今小説』第27巻r金玉奴棒打薄情郎」。．，この小説の原話とおぽしいものが，田汝成『西

　湖遊覧志余』巻23r委巷叢談」中にあり，こ；でもr宋時，杭〔州〕の弓者の長を団頭とい

　い……」と記される。因みに，このような“弓者”は，単純な乞食にとどまらず，、時に鳳集

　団で非業を働く流民の群れでもあ．うたようだ（朱国禎r湧瞳小品』巻32に弓販」）。

23・光緒28年刊・今，民国5年重印本に拠る。・ここ（巻4r氏族」）に記録された各村の氏族
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　別戸口数は，光緒27年の調査にもとづくという。巻末の通計によれば，郷全体で，儒148

　戸，農工商8924戸男女40427人，客民（非土着商人）33戸男女165人に対し，楽籍は114

　戸男女432人である。楽戸については姓の記載が時々欠けているが，仇姓が全戸数の半ば近

　くを占め，同族結合の象徴である宗祠も一つ数えられる。なお，牧野巽r中国に於ける宗族

　分布に関する統計的一資料」（r近世中国宗族研究』）に，本志の紹介と分析がある・

24．愈正攣r除楽戸再戸籍及女楽考附古事」（r癸巳類稿』巻12）に詳しい。

25．田仲一成r明清・華北地方劇の研究」（『北海道大学文学部紀要』16－1）。

26．『五雑組』巻8r人部」4。

27．王書奴『中国娼妓史』（1934）第5章所引。

28．この後にr奉霊趙之祖，斉氏室所生也」の一行があるが，r奉霊」が明代教坊司の職名だ

　った（r明史』巻74「職官」3）ことのほかは，上文とのつながりも含め，よくわからぬ。

29．この挾注が徐滑自身の手になったか否かは，断定の限りでない。但し，万暦刊の『徐文長

　三集』にも篇末にまとめて収めてあるから，少なくとも原刊『会稽県志』以来のものではあ

　ろう。

30．巻12r除楽戸巧戸籍及女楽考附古事」。

31．r朱砒諭旨』。『定例全編続増』。

32．巻85「食貨略」5。

33．これに続いて，江南，漸江，福建の“棚民”，広東の“寮民7’についても戸毎に審査のうえ

　編籍するよう命ぜられたとあるが，これらは，いわぱ飯揚住いの無籍者で，賎籍とは異なる。

34．法律上の奴隷制度は，宜統元年（1909）にいちおう廃止された。仁井田陞r中国法制史』。

35．r大清会典事例』。r刑案涯覧』。

36．清末の光緒31年（1905），寧波の一篤志家が“堕民”の子弟のための洋式実業学校（寧波

　の育才学堂，紹興の同仁学堂）を興した際にもなお，卒業生のために，r改業」を条件とす

　る良民扱いを，朝廷に請願しなければならなかった。褥占巽r漸故叢談」。

37．r続増刑案雁覧』巻3「戸律戸役，人戸以籍為定」。田仲一成『清代地方劇資料集』（二）に

　拠る。

38．“鳳陽花鼓”，また漸東では‘‘串客’ともいった。三四人の演者が男は銅錘，女は両頭鼓を

　打ちながら歌う。民間流離の悲しみを内容とし，歌詞に狽褻の語が多いというので，清朝は

　もとより民国国民党治下でもしぱしぱ官禁の対象となった・

39．王鳳生r漸江平湖県査編保甲事宜」『越中従政録』。

40．r奉憲永禁差役梨園扮演迎春碑文」r梨園公所永名碑記」江蘇省博物館r江蘇省明清以来碑

　刻資料選集』180，182。

41。r翼宿神祠碑記」r蘇州織造府禁止演唱淫靡戯曲碑」同上185，186。

42．劉齢玩r婆劇」『華東戯劇種介紹』第2輯。

43．光緒25年刊r重修蝕挑県志』巻5所録。

44．光緒18年刊『山西通志』巻99。田仲一成r明清・華北地方劇の研究」に拠る。

45。李之芳『棘聴草』（20巻本）巻1g　r按院一件為均役便民等事」。同文によれば，金華では，

　明末以来里毎に一人が常時県に詰めて，不時の来客に備える仕来りがあったが・急の出入り
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　があると，さらに附近の住民が徴発された。

46．r成案続編』巻4r逆匪，敏銭演唱夜戯聚衆奪犯殴傷兵役案」。田仲『清代地方劇資料集』

　（二）に拠る。

47．r除楽戸弓戸籍及女楽考附古事」。この漢儒の語は，r朝廷の功徳をたたえて」うんぬんと

　いう文脈からして，班固のr典引」小引中に見えるという『魯迅全集』の注（巻6r病后雑

　談之余」）の通りだろうが，愈正愛の胸中ではもう一つ，司馬遷のr報任安書」に見える文

　字通りの憤癒を孕んだ用語例が重なっていたかも知れない。同じ語を副題に入れて再度“堕

　民”に言及した魯迅のr病后雑談之余」は，ましてそれにふさわしい。

48．茄遜来『越言釈義』（未見）なる書の“堕民”の良民化を期待する意見を，その心はまこと

　にr仁」であるが，つまるところr偏聴自惑の私見」にすぎぬ，と断定した上での議論であ

　る0
49．この経緯は，当の厳郡知事を務めた戴薬のr裁厳郡九姓漁課録」（r両漸宙游紀略』八種の

　うち）に詳しい。

附記

　この一文を西順蔵教授に献じたい。今春『一橋論叢』の退官記念号編集に参画した際は・

一門の俊秀に出てもらって，寄稿を差控えた。然し，私が本学に舞込んだ因縁その他からし

て，黙し難い思いはさすがに免れず，題材をかくの如くに選んだ次第である。。不馴れな手

つきに加えて，尻切れトンボのていたらく乍ら，柳か以て言己念に代えたいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．10．25．


